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●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

37

あ
の
日
の
星
空
が
震
災
を
語
る

「
わ
た
し
の
句
読
点　

女
の
文ふ

箱ば
こ

」

岡崎伸郎／著
批評社　刊

河北新報社編集
局／編
河北新報出版セ
ンター　刊

「
星
降
る
震
災
の
夜
に　

あ
る
精
神

科
医
の
震
災
日
誌
と
断
想
」

仙
台
市
天
文
台　

企
画
・
交
流　

高
橋　

博
子

　
地
震
の
後
、
雪
が
降
り
や
む
と
現

れ
た
の
は
、
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う

な
満
天
の
星
。
あ
の
日
の
星
空
は
、

深
い
哀か

な
し
み
と
と
も
に
多
く
の
人
々

の
心
に
刻
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
の
句
読
点　
女
の
文
箱
」

に
は
、
河
北
新
報
の
「
テ
ィ
ー
タ
イ

ム
」
に
寄
せ
ら
れ
た
震
災
後
２
年
間

の
投
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
星

の
輝
き
に
涙
し
た
こ
と
、
迷
わ
ず
天

国
に
行
け
る
よ
う
導
く
明
か
り
の
よ

う
に
見
え
た
こ
と
な
ど
、
満
天
の
星

を
目
に
し
た
瞬
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
も
綴つ

づ
ら
れ
て
い
ま
す
。
率
直
な
気

持
ち
で
語
ら
れ
る
言
葉
は
胸
を
打
ち

ま
す
。
あ
の
頃
の
自
分
や
周
り
の
状

況
を
振
り
返
り
な
が
ら
投
稿
者
と
と

も
に
悲
し
ん
だ
り
喜
ん
だ
り
、
い
つ

し
か
何
気
な
い
日
常
の
大
切
さ
に
も

気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　
「
星
降
る
震
災
の
夜
に
」
で
は
、

震
災
前
後
の
医
療
現
場
の
様
子
が
、

日
記
と
い
う
形
で
リ
ア
ル
に
描
か
れ

て
い
き
ま
す
。
著
者
で
精
神
科
医
の

岡
崎
さ
ん
は
、
あ
の
日
仰
ぎ
見
た
満

天
の
星
が
思
索
の
原
点
に
な
っ
た
と

言
い
ま
す
。「
有
史
以
来
の
大
半
を
、

人
は
こ
の
星
空
と
共
に
生
き
て
き
て
、

最
後
の
た
っ
た
数
十
年
で
そ
れ
を
失

っ
た
に
違
い
な
い
」。
こ
の
言
葉
は
、

自
然
と
文
明
と
の
間
で
、
私
た
ち
は

ど
う
生
き
て
い
く
の
か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
患
者
さ
ん
と
岡
崎
さ
ん

と
の
対
話
の
場
面
に
は
、
つ
い
も
ら

い
泣
き
。
大
き
な
災
害
が
起
き
た
時

の
精
神
医
療
が
い
か
に
重
要
か
、
そ

し
て
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
必
要
性

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
２
冊
の
本
は
、
あ
の
日
の

星
空
を
震
災
の
記
憶
の
一
つ
と
し
て

伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
天
文
台
の
活

動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

仙台市の人口（対前月増減数） 男：530,875人　女：561,148人　計1,092,023人（＋31)　526,967世帯（＋8）　11月１日現在
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優
れ
た
技
能
と
長
年
の

功
績
を
た
た
え
て

　
市
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
優
れ
た
技

能
で
市
民
生
活
を
支
え
、
ま
ち
づ
く
り

の
基
礎
を
築
い
て
き
た
技
能
職
の
方
々

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
11
月
9
日
の
表

彰
式
で
は
、
26
職
種
41
人
の
方
々
を
表

彰
し
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の

と
お
り
で
す
（
順
不
同
・
敬
称
略
）。

〔
石
工
〕
長
南
薫
〔
印
刷
製
版
製
本

職
〕
針
生
ひ
ろ
子
、
伊
藤
真
一
、
永
橋

晃
〔
印
章
彫
刻
師
〕
芳
賀
一
浩
〔
菓
子

製
造
職
〕
畠
山
康
秀
〔
ガ
ラ
ス
職
〕
佐

藤
信
也
〔
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
〕
岩
山
剛

〔
写
真
師
〕
石
川
江
亮
〔
鍼
灸
マ
ッ
サ

ー
ジ
師
〕
山
口
信
子
〔
造
園
職
〕
阿
部

浩
章
、
瀧
口
直
美
〔
大
工
職
〕
小
畑
力
、

佐
藤
純
一
、小
川
龍
男〔
タ
イ
ル
張
職
〕

山
㟢
英
雄
〔
畳
職
〕
佐
藤
賢
吉
〔
建
具

職
〕

原
幸
記
〔
調
理
師
〕
渡
邉
浩
幸
、

木
村
浩
一
〔
電
気
工
事
職
〕
只
野
勝
雄
、

八
島
信
夫
、
五
十
嵐
功
、
菊
池
英
一

〔
豆
腐
製
造
職
〕
菅
野
勝
也
〔
と
び

職
〕
保
科
幸
悦
、
江
口
薫
〔
配
管
職
〕

大
宮
安
明
〔
板
金
職
〕
舟
山
隆
一
〔
表

具
職
〕
唯
野
浩
史
〔
美
容
師
〕
白
鳥
ふ

み
子
、
佐
藤
孝
子
〔
ボ
イ
ラ
ー
整
備

士
〕
加
藤
健
一
〔
理
容
師
〕
鈴
木
千
代

子
、
伊
藤
正
文
、
佐
藤
信
幸
〔
フ
ロ
ー

リ
ス
ト
技
能
士
〕
佐
藤
逸
郎
〔
鉄
筋

工
〕
大
森
賢
三
〔
解
体
工
〕
古
江
政
美
、

髙
橋
秀
樹
、
鎌
田
進

　
国
内
で
実
施
さ
れ
る
囲
碁
の
七
大
タ

イ
ト
ル
戦
の
１
つ
で
あ
る
第
45
期
碁ご

聖せ
い

戦
に
お
い
て
勝
利
し
、
東
北
で
は
23
年

ぶ
り
３
人
目
、
市
出
身
の
棋
士
と
し
て

は
初
め
て
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
さ
れ
た
一

力
遼
碁
聖
の
功
績
を
た
た
え
、
11
月
６

日
に
「
賛
辞
の
楯
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

賛
辞
の
楯
は
、
芸
術
、
文
化
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
の
分
野
で
優
れ
た
功
績
を
残
し

た
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
個
人
や
団
体
に

贈
る
も
の
で
す
。

　
郡
市
長
は
「
粘
り
強
く
挑
戦
を
続
け
、

つ
い
に
タ
イ
ト
ル
を
獲
得
さ
れ
た
姿
に
、

多
く
の
市
民
が
勇
気
を
も
ら
い
、
励
ま

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
心
か
ら

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」
と
た
た
え
、

一
力
碁
聖
は
「
結
果
を
出
せ
た
の
は
応

援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
。
さ
ら
に
多
く
の
タ
イ
ト
ル
獲
得

を
目
指
し
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」
と

力
強
く
語
り
ま
し
た
。

市政
トピックス

一
力
遼
碁
聖
に
「
賛
辞

の
楯
」
を
贈
呈

市政
トピックス

地
元
企
業
の
魅
力
に
触

れ
る
―
高
校
生
の
職
業

体
験

　
10
月
27
日
に
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で

市
制
施
行
１
３
１
周
年
記
念
式
を
行
い
、

特
別
市
政
功
労
者
２
人
、
市
政
功
労
者

32
人
、
議
員
待
遇
者
６
人
、
永
年
勤
続

委
員
37
人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
さ

れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す（
順
不
同
、

敬
称
略
）。

◆
特
別
市
政
功
労
者
（
本
市
の
振
興
発

展
に
著
し
く
寄
与
さ
れ
た
方
）
土
佐
誠
、

永
井
幸
夫

◆
市
政
功
労
者
（
本
市
の
振
興
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
）〔
自
治
・
消
防
功
労
〕

野
澤
德
行
、
後

潮
、
中
澤
幸
一
郎
、

田
宏
、
川
村
祐
毅
、
土
田
建
、
本
郷

克
美
、
小
山
利
之
、
軍
司
啓
、
伊

勝

衞
、
佐
藤
重
子
、
三
浦
勝
子
、
内
田
得

栄
、
上
野
吉
榮
、
遊
佐
優
一
、
若
生
正

吉
、
髙
成
田
哲
二
、
相
澤
か
ず
子
、
丹

野
新
一
、
針
生
正
一
〔
健
康
・
福
祉
功

労
〕
鈴
木
邦
夫
、
三
浦
忍
、
長
田
純
一

〔
産
業
・
経
済
功
労
〕
佐
藤
喜
久
子
、

渡
辺
征
夫
、
遠
藤
学
、
畑
中
孝
治
、
守

屋
博
喜
、
田
中
善
一
〔
教
育
・
文
化
功

労
〕
梶
賀
千
鶴
子
、
千
葉
健
、
守
屋
長

光◆
議
員
待
遇
者
（
市
議
会
議
員
と
し
て

12
年
以
上
に
わ
た
り
市
政
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
方
）
柿
沼
敏
万
、
髙
橋
次
男
、

木
村
勝
好
、
相
沢
和
紀
、
田
村
稔
、
花

木
則
彰

◆
永
年
勤
続
委
員
（
委
員
と
し
て
10
年

以
上
に
わ
た
り
市
政
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た
方
）〔
仙
台
市
協
働
ま
ち
づ
く
り

推
進
委
員
会
委
員
〕
風
見
正
三
〔
仙
台

市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
委
員
〕

佐
藤
慎
也
〔
仙
台
市
社
会
福
祉
審
議
会

委
員
〕
大
槻
昌
夫
、
村
田
祐
二
〔
民
生

委
員
児
童
委
員
〕
谷
口
加
寿
子
、
菅
野

恵
美
子
、
佐
藤
和
子
、
佐
藤
正
一
、

佐
々
木
ゆ
み
子
、
森
惠
美
子
、
羽
田
弘

子
、
岩
渕
洋
美
、
早
坂
八
千
枝
、
佐
藤

久
美
子
、
濱
岡
み
ち
子
、
三
浦
睦
夫

〔
仙
台
市
精
神
医
療
審
査
会
委
員
〕
永

嶋
弘
道
、
安
田
重
〔
仙
台
市
障
害
支
援

区
分
判
定
等
審
査
会
委
員
〕
相
原
容
子

〔
仙
台
市
介
護
保
険
審
議
会
委
員
〕
土

井
勝
幸
〔
仙
台
市
地
域
保
健
・
保
健
所

運
営
協
議
会
委
員
〕
橋
本
実
〔
仙
台
市

感
染
症
診
査
協
議
会
委
員
〕
舟
田
仁

〔
仙
台
市
環
境
審
議
会
委
員
〕
金
久
保

佐
知
子
、
齊
藤
千
映
美
、
柳
沼
眞
理

〔
仙
台
市
廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
等
調

整
委
員
会
委
員
〕
成
田
由
加
里
〔
仙
台

市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〕
近
江
英
子
、

佐
々
木
名
緒
子
、
棟
方
弘
美
、
太
田
廣

志
、
佐
藤
竹
三
〔
仙
台
市
中
高
層
建
築

物
紛
争
調
停
委
員
会
委
員
〕
西
條
由
紀

子
〔
仙
台
市
広
瀬
川
清
流
保
全
審
議
会

委
員
〕
宮
城
豊
彦
、
近
藤
初
音
〔
仙
台

市
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
〕
小
岩
孝

子
〔
仙
台
市
科
学
館
協
議
会
委
員
〕
大

草
芳
江
、
長
瀬
敏
郎

市政
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市
政
功
労
者
等
を
表
彰

―
市
制
施
行
１
３
１
周
年
記
念
式

　
高
校
生
が
地
元
企
業
等
の
仕
事
を
体

験
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
進
路
の
ミ
カ
タ
Ｌラ

Ｉイ

ＶブＥ
！　
未
来
ビ
ュ
ー
仙
台
」
が
10

月
30
日
に
夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
体
験

を
通
し
て
、
高
校
生
に
地
元
企
業
等
の

魅
力
や
、
学
校
で
の
勉
強
と
仕
事
の
関

連
性
を
伝
え
、
将
来
的
な
地
元
で
の
就

職
や
Ｕ
タ
ー
ン
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
県
内
の
高
校
生
１
６
４
２

人
が
参
加
。
会
場
に
は
Ｉ
Ｔ
企
業
や
建

設
業
協
会
、
警
察
、
新
聞
社
な
ど
11
団

体
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
ブ
ー
ス
を
出

展
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
興
味
関

心
の
あ
る
ブ
ー
ス
を
巡
り
、
ド
ロ
ー
ン

を
飛
ば
し
て
建
設
現
場
の
測
量
を
体
験

し
た
り
、
警
察
官
の
制
服
の
試
着
や
鑑

識
の
業
務
を
体
験
し
た
り
す
る
な
ど
、

笑
顔
で
楽
し
み
な
が
ら
も
、
熱
心
に
仕

事
の
内
容
に
つ
い
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
「
仕
事
の
具
体
的
な
イ
メ

ー
ジ
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
実
際
に
体

験
し
て
と
て
も
楽
し
く
、
興
味
が
湧
い

た
」「
こ
れ
か
ら
大
学
で
学
び
た
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
が
、
将
来
の
仕
事
に

も
役
立
つ
こ
と
を
知
っ
て
良
か
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
こ
れ
か
ら

の
進
路
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
、
将
来

に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
地
元
企
業
等
と
の
連
携
を

さ
ら
に
強
化
し
、
仙
台
で
働
く
魅
力
を

伝
え
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
通
し
て
若
者
の
地
元
へ
の

定
着
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

▲笑顔で賛辞の楯を手にする
一力碁聖（左）

▲保育士業務の体験ブースでは、
授乳やおむつ交換などの体験が
行われました


